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判
　
例
　
研
　
究

一
二

（
九
九
二
）

〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
　
二
四
〕

昭
三
八
2
5
（
撮
騙
嘱
諜
餅
当
購
一
）

　
管
轄
違
に
よ
る
移
送
決
定
と
民
訴
二
三
八
に
よ
る
訴
取
下
の
効
果

　
　
約
束
手
形
金
請
求
事
件
（
昭
三
八
・
一
〇
・
一
第
三
小
法
廷
判
決
）

　
　
訴
は
、
は
じ
め
、
札
幌
地
方
裁
判
所
に
お
こ
さ
れ
た
が
、
昭
和
三
二
年
三
月
一

　
　
八
日
第
一
回
口
頭
弁
論
期
日
が
同
年
四
月
二
五
日
午
前
九
時
三
〇
分
と
指
定
さ

　
　
れ
、
適
式
の
呼
出
を
受
け
な
が
ら
当
事
者
双
方
と
も
こ
の
期
日
に
は
出
頭
し
な

　
　
か
つ
た
。
そ
の
後
、
当
事
者
の
い
ず
れ
か
ら
も
期
日
指
定
の
申
立
が
な
い
ま

　
　
ま
、
札
幌
地
裁
は
、
右
期
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
な
い
同
年
七
月
一
七
日
本
件

　
　
を
管
轄
違
と
し
て
神
戸
地
方
裁
判
所
に
移
送
す
る
旨
の
決
定
を
し
．
当
事
者
か

　
　
ら
即
時
抗
告
の
申
立
は
な
か
つ
た
。
第
一
審
・
神
戸
地
裁
も
、
控
訴
裁
判
所

　
　
も
、
本
案
に
つ
い
て
審
理
判
断
し
た
の
で
、
当
事
者
か
ら
期
日
指
定
の
申
立
が

　
　
な
か
つ
た
以
上
、
た
と
え
事
件
が
移
送
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
欠
席
期
日
か
ら

　
　
三
か
月
満
了
の
時
に
訴
は
取
下
げ
ら
れ
た
も
の
と
看
敏
さ
る
べ
き
で
あ
つ
た
と

　
　
主
張
し
て
、
被
告
側
か
ら
上
告
に
及
ん
だ
の
が
こ
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
最
高

　
　
裁
、
曰
く
、
　
「
か
か
る
場
合
に
は
、
移
送
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
訴
訟
を
進
め

　
　
る
た
め
に
弁
論
期
日
を
指
定
す
る
は
ず
は
な
く
、
受
移
送
裁
判
所
に
お
い
て
、

　
　
移
送
決
定
が
確
定
し
た
後
、
新
期
日
を
指
定
し
て
訴
訟
を
進
め
る
べ
ぎ
で
あ
る

　
　
か
ら
、
訴
訟
を
追
行
し
よ
う
と
す
る
当
事
者
に
お
い
て
も
、
移
送
決
定
に
不
服

　
　
が
な
け
れ
ば
、
移
送
裁
判
所
に
対
し
て
は
期
日
指
定
の
申
立
を
す
る
こ
と
な

　
　
く
．
受
移
送
裁
判
所
に
ょ
る
新
期
日
の
指
定
を
待
つ
の
が
当
然
で
あ
る
。
し
た

が
つ
て
、
こ
の
場
合
に
、
移
送
裁
判
所
に
お
け
る
弁
論
期
日
後
三
月
内
に
双
方

不
出
頭
で
あ
つ
た
当
事
者
が
期
日
指
定
の
申
立
を
し
な
か
つ
た
故
を
も
つ
て
、

訴
取
下
が
あ
つ
た
も
の
と
看
敬
す
こ
と
は
、
当
事
者
に
と
つ
て
意
外
に
し
て
不

当
な
結
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
場
合
に
は
、
民
訴
二
三
八
条

の
定
め
る
訴
取
下
の
効
果
を
生
じ
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
、

と
。
ー
棄
却
。

　
民
訴
≡
二
八
条
に
も
拘
ら
ず
裁
判
所
が
職
権
を
も
つ
て
新
期
日
を
指
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
職
権
指

定
の
期
日
に
重
ね
て
当
事
者
双
方
が
欠
席
す
る
と
き
は
、
三
か
月
の
期
間
は
初

め
の
欠
席
期
日
か
ら
計
算
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
（
噸
錬
ル
醍
訴
Y
だ
が
、
そ
れ

は
、
新
期
日
欠
席
に
よ
っ
て
前
後
両
期
日
間
の
状
況
の
不
変
更
が
擬
制
せ
ら
れ

う
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
初
め
の
欠
席
期
日
か
ら
事
実
に
お
い
て
三
か
月
期
日
指

定
の
申
立
が
な
か
つ
た
か
ら
で
は
な
い
。
人
、
あ
る
い
は
、
　
「
仮
令
裁
判
所
が

職
権
で
期
日
を
指
定
す
る
と
し
て
も
、
当
事
者
が
そ
の
期
日
に
出
頭
し
て
弁
論

し
な
い
場
合
に
は
、
職
権
指
定
に
拘
ら
ず
期
日
指
定
の
申
立
に
よ
つ
て
裁
判
所

に
訴
訟
を
維
持
す
る
意
思
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
ぎ
、
又
そ
れ
が
三
か
月
の
期

間
を
更
新
す
る
上
に
必
要
な
の
で
あ
る
」
と
説
く
が
（
嫌
好
、
醜
民
）
、
裁
判
所
の

期
旧
指
定
が
あ
る
と
き
に
更
に
当
事
者
か
ら
の
指
定
申
立
を
要
求
す
る
こ
と



は
、
い
か
に
も
不
自
然
な
こ
と
で
、
ま
た
当
事
者
通
常
の
意
思
に
徴
し
て
こ
れ

に
期
待
す
べ
き
こ
と
で
も
な
い
。
当
事
者
が
自
分
の
方
か
ら
申
立
を
す
べ
き
で

あ
つ
た
の
に
こ
れ
を
し
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
は
．
前
の
欠
席
期
日
か
ら
職
権

指
定
を
知
る
ま
で
の
間
に
つ
い
て
言
え
る
に
と
ど
ま
り
、
職
権
指
定
を
知
つ
た

当
事
老
が
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
重
ね
て
自
分
の
方
か
ら
期
日
指
定
の
申
立
を
す

べ
き
で
あ
つ
た
と
い
う
の
は
可
笑
し
い
．
従
つ
て
、
職
権
指
定
期
日
に
当
事
者

が
出
頭
す
れ
ば
、
も
は
や
二
三
八
条
を
問
題
に
す
る
余
地
は
な
く
、
指
定
が
三

か
月
内
に
行
わ
れ
て
い
れ
ば
指
定
さ
れ
た
期
日
自
体
は
三
か
月
経
過
後
の
日

時
で
あ
る
と
し
て
も
、
当
該
期
日
に
お
け
る
出
頭
に
よ
つ
て
二
三
八
条
の
適
用

は
排
除
せ
ら
れ
、
三
か
月
経
過
の
と
き
に
訴
取
下
の
効
果
を
生
じ
る
こ
と
は
な

い
、
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
職
権
で
期
日
が
三
か
月
内
の
日
時
に

指
定
さ
れ
開
か
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
で
は
な
く
、
職
権
で
三
か
月
内
に
指
定
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
当
事
者
が
三
か
月
内
に
期
日
指
定
の
申
立
を
行
つ

た
の
と
対
応
す
る
効
果
が
一
お
う
生
じ
、
職
権
指
定
期
日
に
当
事
者
が
重
ね
て

こ
れ
を
解
怠
す
る
と
き
始
め
て
遡
つ
て
期
日
指
定
か
ら
指
定
期
日
ま
で
の
期
間

が
期
日
指
定
前
の
時
間
と
等
質
化
さ
れ
る
、
と
み
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
こ
の
遡

及
等
質
化
は
、
当
事
者
の
不
協
力
を
責
め
、
訴
訟
を
整
理
し
よ
う
と
す
る
二
三

八
条
の
趣
旨
自
体
に
よ
つ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
る
．

　
同
じ
趣
旨
で
、
本
件
で
も
、
裁
判
所
が
移
送
の
決
定
を
し
た
以
上
は
、
裁
判

所
が
手
続
の
進
行
に
乗
出
し
た
も
の
と
認
む
べ
く
、
当
事
者
側
は
以
後
一
お
う

裁
判
所
側
の
態
度
に
依
存
し
そ
の
出
方
を
待
つ
の
が
自
然
で
あ
る
か
ら
、
受
移

送
裁
判
所
指
定
の
（
新
）
期
日
に
当
事
者
の
出
頭
あ
る
か
ぎ
り
、
当
事
者
側
か

ら
の
三
か
月
内
の
期
日
指
定
申
立
も
し
く
は
移
送
申
立
が
な
か
つ
た
と
し
て

　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

も
、
二
三
八
条
の
適
用
は
な
い
と
解
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
判
旨
は
右
と
全
く
同
旨
と
は
思
わ
れ
な
い
し
（
稿
鴉
淋
辮
酬
蹴
紙
鏑
ほ
彫
誰
》
受

移
送
裁
判
所
指
定
の
（
新
）
期
日
に
重
ね
て
当
事
者
双
方
の
欠
席
が
あ
つ
た
と

し
た
場
合
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
実
際
上
も
差
異
を
生
じ
そ
う
で
あ
る
が
、
こ

と
本
件
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
結
果
は
同
一
、
発
想
の
類
型
も
近
似
す
る
か
ら
、

結
論
的
に
判
旨
に
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
東
　
乾
）

昭
三
八
2
6
（
畷
縞
顎
諜
｝
詔
蜷
）

　
仮
処
分
に
よ
る
立
木
所
有
権
公
示
方
法
と
対
抗
力
の
有
無

　
　
損
害
賠
償
請
求
事
件
（
昭
三
八
・
一
一
・
七
第
一
小
法
廷
判
決
）

　
　
上
告
人
X
（
原
告
・
控
訴
人
）
は
、
昭
和
二
八
年
五
月
一
〇
日
訴
外
A
か
ら
本

　
　
件
立
木
を
一
四
五
万
円
で
買
い
、
同
日
内
金
五
〇
万
円
を
支
払
つ
た
。
同
年
七

　
　
月
八
日
ま
で
に
残
金
の
う
ち
五
七
万
円
を
支
払
つ
た
。
X
は
立
木
に
横
線
を
墨

　
　
書
し
、
同
年
八
月
一
七
日
B
に
転
売
し
た
。
同
月
一
八
日
B
は
伐
採
の
た
め
入

　
　
山
し
た
が
被
上
告
人
Y
（
被
告
・
被
控
訴
人
）
が
伐
採
に
か
か
つ
て
い
た
。

　
　
B
・
X
間
の
売
買
契
約
は
解
約
さ
れ
た
。
X
は
同
月
三
一
目
、
執
行
吏
保
管
・

　
　
処
分
禁
止
・
伐
採
禁
止
・
搬
出
禁
止
の
仮
処
分
を
申
請
し
、
そ
の
旨
の
決
定
を

　
　
得
て
執
行
し
た
。
Y
は
右
仮
処
分
取
消
の
申
立
を
な
し
同
年
一
〇
月
一
四
日
仮

　
　
処
分
決
定
取
消
の
判
決
が
あ
り
、
右
判
決
が
確
定
し
た
の
で
、
Y
は
本
件
立
木

　
　
を
全
部
伐
採
し
搬
出
し
た
。
X
が
Y
の
右
不
法
行
為
に
よ
り
本
件
立
木
に
対
す

　

る
所
有
権
を
侵
害
さ
れ
た
の
で
損
害
賠
償
を
求
め
て
提
起
し
た
訴
が
本
訴
で
あ

　
　
る
。
一
・
二
審
と
も
に
原
告
敗
訴
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
一
一
三
　
　
　
（
九
九
三
）



判
躍
－
研
、
究

理
由
は
以
下
の
ご
と
く
廼
あ
る
。
、
す
な
わ
ち
、

本
件
立
木
は
A
よ
り
X
・
Y
に

一
，
噸
重
譲
渡
さ
れ
た
が
、
X
が
明
認
方
法
を
講
じ
な
か
づ
た
し
、
Y
も
そ
の
点
同

様
で
あ
る
。
，
両
者
と
も
明
認
方
法
を
構
じ
な
い

場
合
相
互
に
相
手
方
に
対
L
立

木
の
所
有
権
を
主
張
し
え
な
い
。
し
か
し
、
立
木
は
伐
採
に
よ
り
動
産
に
な

る
。
Y
は
本
件
立
木
を
全
部
伐
採
し
占
有
し
て
い
る
か
ら
、
右
伐
採
と
同
時
に

適
法
に
そ
の
伐
採
木
に
つ
き
所
有
権
を
取
得
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
X
は
右

伐
倒
木
に
つ
き
所
有
権
を
主
張
し
え
な
い
。
，
X
は
所
有
権
侵
害
の
不
法
行
為
に

基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
を
Y
に
対
し
て
も
た
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
X
は
、
本
件
立
木
所
有
権
に
も
と
づ
く
引
渡
請
求
権
の
執
行
保
全

の
た
め
前
記
仮
処
分
命
令
を
え
て
執
行
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
右
仮
処
分
執
行

は
本
件
立
木
所
有
権
が
X
に
属
す
る
こ
と
の
公
示
方
法
と
し
て
十
分
で
あ
り
、

Y
に
対
抗
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
の
に
、
ヒ
れ
を
認
め
な
か
つ
た
原
判
決

は
法
解
釈
を
誤
り
判
例
に
違
背
す
る
、
と
し
て
上
告
し
た
。
上
告
棄
却
。
理
由

は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

立
木
の
物
権
変
動
の
対
抗
要
件
た
る
明
認
方
法
で
あ
る
た
め
に
は
、
何
人
が
そ

の
立
木
の
現
在
所
有
者
で
あ
る
か
を
明
ら
か
な
ら
し
め
る
こ
と
を
要
す
る
の
で

あ
つ
て
、
所
有
権
に
基
づ
く
引
渡
請
求
権
あ
り
と
し
て
、
そ
の
執
行
を
保
全
す

る
た
め
、
仮
処
分
命
令
を
得
て
こ
れ
が
執
行
と
し
て
該
立
木
の
占
有
を
執
行
吏

に
移
し
且
こ
れ
が
売
買
．
譲
渡
、
伐
採
、
搬
出
そ
の
他
一
切
の
処
分
を
禁
ず
る

旨
の
公
示
を
な
さ
し
め
て
も
、
右
が
一
般
世
人
に
公
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
つ

て
、
未
だ
該
立
木
の
所
有
権
が
右
仮
処
分
債
権
者
に
属
す
る
こ
と
の
公
示
方
法

と
す
る
に
は
足
ら
な
い
こ
と
は
、
従
来
の
判
例
（
昭
和
一
二
年
（
オ
）
第
一
一

三
四
号
同
年
一
〇
月
三
〇
旺
大
審
貌
判
決
民
集
一
五
六
五
頁
参
照
）
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
こ
こ
に
右
判
例
を
変
更
す
る
要
を
み
な
い
、
と
。

工
四

（
九
九
四
）

判
旨
に
賛
成
．

一
、
本
判
決
は
大
審
院
時
代
の
判
例
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
審
曜
和
一

二
年
一
〇
月
三
〇
日
民
四
判
、
，
罠
集
一
六
巻
一
五
六
五
頁
、
新
聞
四
二
五
、
一
号

七
頁
は
、
宅
地
上
に
生
立
す
る
樹
木
の
所
有
権
を
取
得
し
た
者
が
、
そ
毎
所
有

権
に
基
づ
い
て
引
渡
請
求
の
執
行
を
保
全
す
る
た
め
に
得
た
仮
処
分
命
令
に
よ

り
、
そ
の
樹
木
の
占
有
を
執
行
吏
に
移
し
、
か
つ
そ
の
売
買
・
譲
渡
・
伐
採
そ

の
他
一
切
の
処
分
を
禁
止
す
る
旨
の
公
示
を
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
樹
本
の
所

有
権
取
得
を
第
三
者
に
対
抗
す
る
公
示
方
法
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
し

て
い
る
（
暢
翻
難
蛋
餐
諺
H
翻
騰
輪
麺
薩
噛
麗
磁
籍
郵
議

遡
軌
航
額
翻
肝
熊
簸
城
榊
瞭
鄭
筋
講
馴
瀕
姻
か
論
）
。
私
も
こ
の
大
審
院
並
び
に
最
高
裁
の

見
解
に
賛
成
す
る
．
本
判
決
指
摘
の
と
お
り
、
本
件
仮
処
分
命
令
は
、
立
木
の

占
有
を
執
行
吏
に
移
し
、
譲
渡
禁
止
、
伐
採
禁
止
、
搬
出
禁
止
等
の
内
容
を
一

般
人
に
公
示
す
る
効
力
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
．
立
木
に
関
す
る
所
有
権
の
明
認

方
法
と
し
て
は
、
誰
が
該
立
木
の
所
有
者
で
あ
る
か
を
明
示
す
る
も
の
で
な
け

れ
ぽ
な
ら
な
い
が
、
右
の
仮
処
分
の
公
示
は
か
か
る
意
味
を
も
た
な
い
（
鰍
擁
四

鮒
沈
顯
配
砧
引
翫
捌
鵬
士
さ
一
一
顛
）
。
係
争
物
に
関
す
る
仮
処
分
が
訴
訟
事
件
で
あ
る

か
非
訟
事
件
で
あ
る
か
、
訴
訟
事
件
で
あ
る
と
す
れ
ば
そ
の
訴
訟
物
は
何
か
は

問
題
で
あ
る
が
（
蕩
纏
解
麟
輻
斜
縫
糠
勃
攣
こ
の
点
は
い
嘉
く

ど
し
て
も
、
保
全
訴
訟
手
続
で
被
保
全
権
利
（
淋
耕
勅
暢
船
魏
砿
淋
所
鮪
擁
詠
蟷
嗣
以
闘

瀧
鴛
磋
肺
鰍
弧
喝
漸
鮪
擁
“
確
）
の
存
否
が
疎
明
さ
れ
判
断
さ
れ
る
．
し
か
し
、
そ
の

調
査
判
断
は
保
全
命
令
付
与
の
前
提
と
し
て
そ
れ
に
必
要
な
範
囲
で
な
さ
れ
る

に
す
ぎ
な
い
か
ら
ナ
既
判
ガ
を
伴
う
確
定
的
な
も
の
で
な
い
し
、
ま
た
そ
も
そ

も
仮
処
分
命
令
主
文
中
に
衷
示
さ
れ
ξ
も
の
で
も
な
い
。
し
た
が
つ
て
仮
処
分



の
公
示
は
申
請
人
の
所
有
権
の
公
示
に
は
な
ら
な
い
（
勧
躰
灘
働
躯
戯
緒
蹴
ザ
徒
伽
翻

変
動
の
対
抗
要
件
た
る
引
渡
の
一
型
態
に
す
ぎ
ぬ
と
解
す
る
見
解
が
あ
る
が
1
板
木
・
明
認
方
法
に
関

す
る
一
考
察
・
法
と
経
済
二
巻
一
号
三
六
頁
i
、
こ
の
見
解
に
よ
つ
て
も
、
本
件
仮
処
分
の
公
示
が
あ

る
こ
と
を
も
つ
て
し
て
は
未
だ
本
件
立
木
が
上
告
人
に
引
渡
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
1
吉

川
・
前
掲
七
七
四
頁
i
ま
た
執
行
吏
が
占
有
を
し
て
も
そ
れ
は
上
告
人
の
占
有
で
は
な
い
か
ら
、
引
渡

蹄
綜
嘉
黎
は
）
．

　
上
告
理
由
は
、
執
行
吏
は
国
家
機
関
で
申
請
人
の
委
任
に
よ
り
仮
処
分
執
行

を
す
る
も
の
で
、
そ
の
占
有
は
申
請
人
の
代
理
占
有
と
解
し
得
べ
く
、
之
に
よ

り
申
請
人
は
所
有
権
に
つ
き
被
申
請
人
に
優
先
す
る
か
ら
被
上
告
人
に
対
抗
し

う
る
、
と
い
う
。
石
田
教
授
も
、
前
掲
判
例
評
釈
に
お
い
て
、
立
木
を
不
動
産

の
一
部
と
み
れ
ば
判
旨
は
正
当
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
立
木
は
伐
採
を
目
的
と
す

る
動
産
と
み
．
る
べ
き
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
ち
、
上
告
人
は
仮
処
分
で
執
行
吏

を
代
理
人
と
し
て
代
理
占
有
し
て
い
る
か
ら
、
完
全
な
所
有
者
と
な
る
と
さ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
立
木
の
買
取
の
目
的
い
か
ん
（
識
醸
か
）
に
よ
つ
て
、
立
木

が
動
産
に
な
つ
た
り
、
不
動
産
に
な
つ
た
り
す
る
と
考
え
る
こ
と
に
は
問
題
が

あ
る
し
（
喋
簸
購
翻
肇
諏
齪
肇
読
騒
痛
は
民
襲
馨
糟
一
講
鶏
糊
諺

三
三
年
二
月
一
六
日
民
二
判
、
民
録
六
輯
二
巻
四
六
頁
、
大
審
明
治
三
八
年
二
月
一
三
日
民
二
判
民
録
一

一
輯
一
二
〇
頁
、
大
審
大
正
八
年
一
〇
月
九
日
民
二
判
民
録
二
五
輯
一
七
八
三
頁
、
大
審
大
正
八
年
五
月

二
六
日
民
二
判
、
罠
録
二
五
輯
八
九
二
頁
等
が
こ
れ
で
あ
る
。
も
つ
と
も
立
木
法
の
適
用
な
き
立
木
が
独

立
の
不
動
産
か
否
か
、
独
立
の
不
動
産
で
な
い
に
し
て
も
、
土
地
と
分
離
し
て
譲
渡
の
刻
象
と
な
る
か
否

か
に
つ
い
て
は
判
例
も
わ
か
れ
て
い
る
。
土
地
に
地
上
権
・
賃
借
権
を
設
定
せ
ず
に
立
木
を
取
得
し
た
と

ぎ
は
伐
採
の
月
的
で
買
つ
た
動
産
と
み
る
判
例
と
し
て
大
審
明
治
三
七
年
四
月
ハ
日
民
録
｝
○
輯
三
八
三

頴
赫
）
、
し
た
が
つ
て
ま
た
買
取
の
目
的
い
か
ん
に
よ
り
公
示
方
法
を
異
に
す
る

と
い
う
点
庵
間
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
歓
鵜
欲
享
一
酌
辱
脳
朔
か
調
都
墾
蒲
ガ
眠
腿
一

新
聞
一
八
四
五
号
一
九
頁
は
、
買
取
の
目
的
い
か
ん
に
よ
り
公
示
方
法
を
異
に
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
て

い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
大
審
明
治
三
七
年
四
月
一
日
民
二
判
、
民
録
一
〇
輯
三
八
三
頁
、
民
抄
録
一
二

巻
四
〇
三
三
頁
、
大
審
大
正
五
年
三
月
｝
一
日
民
三
判
、
民
録
二
二
輯
七
三
九
頁
、
民
抄
糠
六
六
巻
一
四

四
三
三
頁
は
、
立
木
と
し
て
そ
の
地
上
に
生
立
さ
せ
る
目
的
を
も
つ
て
譲
渡
し
た
と
き
は
　
譲
受
人
は
地

上
権
も
し
く
は
土
地
の
賃
借
権
を
設
定
し
て
ぞ
の
登
記
を
経
由
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
伐
採
の
目
的
で
立

木
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
譲
受
人
は
少
な
く
と
も
他
人
に
そ
の
所
有
権
の
移
転
を
明
認
さ
せ
る
に
足
る
行

為
か
．
要
す
る
．
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
後
二
者
も
、
伐
採
の
目
的
で
買
取
る
揚
合
で
も
こ
れ
を
動
産
と

み
て
引
渡
を
必
要
と
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
不
動
産
と
み
て
明
認
方
法
が
必
要
で
あ
る
と
し
て

判
　
例
　
研
　
究

御
）
。
買
取
の
目
的
い
か
ん
を
間
わ
ず
伐
採
前
の
立
木
は
不
働
産
で
、
そ
の
物
権

変
動
の
対
抗
要
件
は
引
渡
に
非
ず
し
て
明
認
方
法
を
施
す
こ
と
で
あ
る
と
す
る

の
が
通
説
的
見
解
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
そ
も
そ
も
仮
処
分
執
行
に
お
け
る
執

行
吏
の
占
有
は
申
請
人
の
代
理
占
有
で
は
な
い
が
、
仮
り
に
そ
う
で
あ
る
に
し

て
も
、
執
行
吏
の
占
有
が
立
木
に
関
す
る
申
講
人
X
の
所
有
権
の
対
抗
要
件
で

あ
る
と
は
い
え
な
い
以
上
右
の
上
告
理
由
も
ま
た
正
当
で
は
な
い
。

　
ま
た
上
告
理
由
は
以
下
の
よ
う
に
も
主
張
し
て
い
る
。
　
「
大
審
院
昭
和
二
－
一

年
一
月
三
〇
日
判
決
は
仮
処
分
命
令
に
よ
り
立
木
の
占
有
を
執
達
吏
に
移
し
て

そ
の
処
分
を
禁
止
す
る
旨
の
公
示
を
為
し
て
も
末
だ
立
木
の
所
有
権
が
仮
処
分

債
権
者
に
属
す
る
こ
と
の
公
示
方
法
と
す
る
に
足
ら
な
い
も
の
と
判
示
せ
ら
れ

た
が
、
之
は
立
木
に
対
す
る
得
喪
が
民
法
上
公
示
方
法
を
規
定
さ
れ
て
い
な
い

の
で
立
木
に
つ
い
て
明
認
方
法
を
施
し
た
こ
と
を
以
て
公
示
方
法
と
す
る
補
充

的
な
学
説
判
例
が
生
ず
る
に
至
つ
た
こ
と
を
閑
却
し
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

該
判
例
は
変
更
さ
る
べ
き
も
の
と
信
ず
る
。
然
し
、
右
判
例
は
処
分
禁
止
の
仮

－
処
分
後
に
そ
の
土
地
に
つ
き
所
有
権
移
転
登
記
が
な
さ
れ
た
の
で
そ
の
土
地
の

樹
木
に
つ
い
て
も
土
地
と
共
に
移
転
の
対
抗
力
を
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

説
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
件
に
於
て
は
、
上
告
人
が
処
分
禁
止
の
仮
処
分

を
為
し
た
る
後
も
被
上
告
人
が
何
等
の
対
抗
力
を
生
ず
る
行
為
を
し
な
い
も
の

な
れ
ば
、
そ
の
仮
処
分
の
効
力
に
つ
い
て
は
右
判
例
に
該
当
す
る
も
の
で
な

く
、
新
な
見
地
に
於
て
仮
処
分
の
効
力
に
つ
ぎ
判
断
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
既
述
の
ご
と
く
本
件
仮
処
分
の
公
示
は
申

請
人
の
所
有
権
σ
公
示
を
対
抗
要
件
と
す
る
一
般
の
立
場
か
ら
み
て
も
明
認
方

法
に
は
な
ら
な
い
か
ら
、
該
判
例
は
上
告
理
由
の
い
う
よ
う
に
変
更
さ
れ
る
必

一
一
五

（
九
九
五
）



　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

要
は
な
い
。
ま
た
昭
和
一
二
年
の
大
審
院
判
決
は
、
こ
の
種
仮
処
分
が
明
認
方

法
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
い
つ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
こ
と
は
仮
処
分
後

の
申
請
人
の
所
有
権
移
転
登
記
の
有
無
と
は
全
く
関
係
が
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
右
の
上
告
理
由
引
用
部
分
の
後
半
も
ま
た
理
由
が
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
二
、
以
上
の
理
由
か
ら
X
の
Y
に
対
す
る
本
件
損
害
賠
償
請
求
は
、
X
が
立

木
所
有
権
を
Y
に
対
抗
し
え
な
い
関
係
に
あ
る
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
、

一
、
二
審
の
判
決
及
び
上
告
棄
却
の
判
決
は
正
当
で
あ
る
。

　
三
、
本
件
判
旨
に
直
接
関
係
は
な
い
が
、
本
件
で
問
題
と
な
つ
た
仮
処
分
の

許
容
性
に
つ
い
て
は
疑
間
が
あ
る
．
本
件
立
木
は
A
よ
り
X
・
Y
に
二
重
譲
渡

さ
れ
、
双
方
と
も
に
明
認
方
法
に
よ
る
対
抗
要
件
を
具
備
し
て
い
な
い
。
し
か

る
に
X
は
Y
に
対
し
そ
の
所
有
権
に
基
づ
く
引
渡
請
求
権
を
被
保
全
権
利
と
し

て
仮
処
分
の
申
立
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
Y
は
X
の
明
認
方
法
の
欠
鉄
を
主

張
す
る
に
つ
き
正
当
な
利
益
を
有
す
る
第
三
者
で
あ
る
か
ち
、
X
は
Y
に
対
し

明
認
方
法
な
き
限
り
そ
の
所
有
権
を
主
張
し
え
な
い
。
つ
ま
り
X
は
Y
と
の
関

係
で
は
対
抗
要
件
を
具
備
し
た
所
有
権
に
基
づ
く
引
渡
請
求
権
と
い
う
被
保
全

権
利
を
も
た
な
い
。
右
の
疑
間
は
こ
の
点
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
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明
）
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